
 
 
 
 
教会は祈りという杭の上に据えられます。 
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『復活の約束手形』 

 

（LVJCC 牧師： 鶴田健次） 
今年は４月８日がイースターです。クリスマ

スは毎年１２月２５日と定められていますが、

イースターは移動祝日と言って、毎年その日

が変わります。教会が各地に広がる過程で、

それぞれの国の暦に基づいてイースターが祝

われるようになったため、３２５年のニケア会

議でイースターの日付の決め方が統一されま

した。それ以来、イースターは「春分の日のあ

との最初の満月の次の日曜日」ということにな

りました。 

イースターは、私たちの罪の身代わりとなっ

て十字架で死に、３日目によみがえられたイ

エス・キリストの復活をお祝いする大切な行事

ですが、この「キリストの復活」の事実はキリ

スト教信仰の中心であり、その大黒柱とも言

えます。もしキリストの復活が事実でなけれ

ば、キリスト教は音を立てて崩れてしまいま

す。そこで今回は、キリストの復活の事実と、

その重要性、またそれがもたらすものについ

て考えてみます。 

まず、クリスチャンにとって、イエス・キリスト

の復活をどう捉えるかということは、その人の

信仰の本質を決定する重要な問題です。しか

し、人間の常識と経験は、キリストの復活とい

う事実に対して抵抗をします。ですから、案

外、クリスチャンの中にも、こういう話は誤解

を招くといけないから、あまり人には話さない

方がいいと思っている人がいるほどです。し

かし、使徒パウロは、「わたしが最も大事なこ 

✞2008 年までに大きな会堂が与えられる

ように 

✞敬老ホーム設立のために 

✞幼稚園設立のために 

 

DREAMS COME TRUE 

・ ４月１５日、鶴田牧師夫妻はカリフォル

ニアの WLA Holiness 教会で礼拝のご

用をされます。 

・ ４月１７日から５月４日まで、鶴田牧師

夫妻は日本へ伝道旅行に行かれま

す。佐世保、長崎、高砂、富山、大阪、

名古屋、東京の巡回地のためにお祈り

下さい。 

・ ４月１５日と２９日の礼拝は李ヨハネ先

生がメッセージのご用をして下さいま

す。また２２日の礼拝は優子コールマ

ン姉妹に証を、またノーマン長老に奨

励をしていただきます。 

案内・ニュース  

証 

Montgomery 夕紀子 

 

  手前、生国と発しますは九州福岡でござんす。 

柳川の水で産湯を使い、神の愛を知らず２０代ま

で生きてきました。 しかし今では、ハレルヤ、主の

御名を心から賛美します。 

 

  私とイエス様との出会いは、もう２３、４年になる

でしょうか。当時、ヒロミ・スワン姉によって神様を知

りました。 神によって変えられた姉妹の姿を見て、

私もその様に変えられたいと思い、教会や特別集

会に行くようになりました。 そして、主人の仕事で

サンディエゴに越し、姉妹の紹介の教会に行ってい

ました。 天地万物をお造りになった神を受け入れ

るのはとても素直にできました。 しかし、「私は罪な

ど犯していないのにどうして罪人？」という疑問があ

りましたが、全てを支配している神を信じたのだか

ら、私は罪人であるのだ、と悟り、罪を告白し当時

の牧師であった大川師より洗礼を受けました。  

  

 しばらくして私達は転勤でハワイ、そしてまたサ

ンディエゴに移りますが、行く処には良い教会とクリ

スチャンの友が与えられました。 しかし、私達にサ

ンディエゴで大きな事件が起こりました。 主人が仕

事場で問題を起こし、刑務所に入り、私はたちまち

極道の妻になってしまいました。 その頃、パートで

働いていた私と子供２人は路頭に迷いました。 仕

方なく子供達を主人の実家に預け、私は主人の

帰りを待つことにしましたが、彼は私を残して黙って

実家に帰ってしまいました。 なんとかして子供を取

り返そうとしましたが、彼らの圧力に負けてしまいま

した。 その頃独りぼっちの私は自暴自棄でいつも

死ぬことばかり考えてましたが、クリスチャンの方々に

支えられ生きてきました。 しかし、私の心には苦く

て辛い思いがどこかにあったので、心からの平安が

ありませんでした。 というのも、私は別れた主人を

許すことが出来なかったからです。 

 

  それから私はある人の誘いでラスベガスに移り、

サンディエゴの牧師の勧めで安藤師と連絡を取り、

「一人でもそこにクリスチャンがいるなら神様の御用

の為にラスベガスに行きます」と言われ、そこから私

の家庭集会が始まりました。 何という神の愛でしょ

うか。 月に１回の集会でした。 素晴らしい愛にも

関わらず、私は月に１日のクリスチャンで、残りの

日々はこの世にまみれた肉的な生活を送っていま

した。 

   

そしてある日、安藤師と鶴田先生が来られ、今

に至っています。 最近、私は罪の大きさが神の前

では同じだと示され、別れた主人のことを許すことが

出来ました。 そして祈るごとにそれを確信すること

が出来ます。 神は今も生きておられます。ハレル

ヤ。 鶴田先生が大きな犠牲を払ってラスベガスの

魂の救いのために働いておられることを心から感謝

申し上げます。 このように欠けだらけの小さき者の

証を用いて下さり有難うございます。 

 

 

ととしてあなたがたに伝えたのは、・・・キリスト

が私たちの罪のために死んだこと、そして葬ら

れたこと、また・・・三日目に死からよみがえった

ことである」と言いました。つまりこの事実こそ

が福音の本質なのだというのです。パウロは、

５００人以上の人々が復活後のキリストを目撃

し、彼自身も復活のキリストに会ったと証言して

います。キリスト教の弁証論を学べば、復活を

証明するたくさんの証拠があることが分かりま

す。そしてその証拠は、復活を否定する証拠に

比べて圧倒的に有利なものです。 

では、なぜキリストの復活がそんなに重要な

のでしょう。パウロは、「もしキリストがよみがえ

らなかったとしたら、私たちの宣教はむなしく、

あなたがたの信仰もまたむなしい」と言いまし

た。つまり、キリストの復活がなければ、キリス

ト教は成り立たないのだということです。 

聖書によれば、神は、人類をその罪がもたら

す永遠の滅びから救うために、その救い主をイ

スラエルの子孫の中から起すことを約束されま

した。そして、その約束がイエス・キリストの上

に成就したことを揺るぎない事実としてこの世

に示すため、神は、旧約聖書の中に３００にも

及ぶ救い主に関する預言をその生垣として設

け、それらすべての預言がことごとく一人の人

の上に成就することをこの世に明らかにされた

のです。そして、その救い主キリストは、聖書の

預言通りの道を歩まれ、私たちに、「あなたの

代わりに私が死ぬから、あなたは生きなさい」と

言って、私たちが受けるべき罪の刑罰を十字架

の上で受けて下さいました。 

                           

そしてさらに、人類史上、誰もなし得なかった

死からの復活という驚くべき業をもって、この

世の最大の敵である死に勝利し、「もし、あ

なたが私を信じるなら、あなたもやがて必ず

この復活を経験するのだ」ということの保証

とし、救いの計画の締めくくりとされたので

す。 

従って、この締めくくりの復活が予定通り

現実に起こったということは、人類の救いの

計画が聖書の約束どおりであったことを物

語るものです。それに対し、もしこの締めくく

りの復活が事実でなかったとすれば、人類

の救いの計画はただの「たわごと」であった

ということになってしまうのです。しかし、キリ

ストの復活はまぎれもない事実でした。２００

０年前に、動かしようのない歴史的事実とし

てそれが実現し、この絶望の世界に永遠の

命の希望が約束されたのです。 

パウロは、「キリストは眠っている者の初

穂として、死人の中からよみがえったのであ

る」と宣言しました。つまりキリストは、死の

支配下にある者の初穂として復活されたの

だということです。初穂というのは、米や麦の

穂が出る前に、他のものに先んじて最初に

出る穂のことで、この初穂が出れば、やがて

それに続いてたくさんの穂が出てくることを

保証するものです。このように、キリストの復

活は、キリストを信じて死んでいったクリスチ

ャンたちが、やがて間違いなく死から復活す

ることを保証する、いわば約束手形なので

す。  

       


